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書物芸術としての『ジャズ』ーマチスの切り紙絵とテクストの関係を中心に

Jazz as Artbook: Matisse's Paper Cut-outs and Text 

羽山直子 Naoko Hayama 

吉田典子 N oriko Yoshida 

概要

本論では、アンリ・マチス(1869-1954)が、晩年に制

作した『ジャズ』を取り上げるo~ジャズ』とは 、 1947年に

出版された20枚の切り紙絵とマチス自身によって書か

れた手書きのテクスト16篇を含む「書物芸術Jである。

既存の研究では、主に『ジャズ』の切り紙絵に焦点が当

てられ、作品に含まれているテクストについてはほとん

ど分析されていない。本論では、テクストと切り紙絵の

関係を考察し、 書物芸術としての『ジャズ』の意義を理

解したい。

第1章では、伝統的な芸術作品と比較し、複製として

の『ジャズ』の性格を明らかにする。特に、油彩画や原

画と比べ複製された切り紙絵には、オリジナル作品の

持つテクスチャーが見出しにくくなっていること、 そして

切り紙絵に失われた画家の制作の痕跡は、手書きのテ

クストによって補われていることを指摘する。『ジャズ』は、

オリジナルの作品が持つ芸術性と複製芸術の大衆性

の両義性に支えられているのである。

第2章では、具体的に切り紙絵とテクストの内容を分

析する。『ジャズ、』においてテクストは、単に視覚的な効

果を持ってしもだけでない。テクストによって伝えられる

内容は、確かに切り紙絵のイメージと対応している。ま

ずいくつかのテクストに切り紙絵の制作手法のイメージ

が読み取れることを指摘する。またテクストと切り紙絵に

は、たとえば「差異jと「同一性」、「飛朔Jと「転落J、

「愛」と「憎しみ」のような両義的な概念を読み取ることが

できる。さらにテクストとイメージの関連は、書物全体に

及び、とりわけとの作品の中心となっている道化師のモ

チーフは、両義性を一身に引き受ける存在として機能

している。

キーワード:テクスト文化、視覚文化、 書物芸術、切り紙

絵、マチス、道化師
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Abstract 

Jazz (1947) is a major work of Henri Matisse 

(1869・1954)in his final years. Jazz is an Artbook， 

composed of twenty color plates of cut-outs and sixteen 

handwritten texts made by the artist. Although an im-

portant feature of the work is the form of the work itself， 

foregoing researches have most1y focused on the 

cut-outs and not discussed the texts in detai1. Analyz-

ing the relationships between cut-outs and texts， this 

paper aims to show the specificity of Jazz as Artbook. 

First1y， we explore the characteristics of Jazz as a re-

produced work. In Jazz， the reproduced cut-outs 

hardly retain the texture in comparison with traditional 

oil paintings or the original cut-outs， while the hand-

written texts represent the artist's execution which was 

lost in the reproduced work. Jazz contains elements 

both of traditional art and democratic art in Benjamin's 

sense. 

Secondly， we analyze the contents of cut-outs and 

texts. In Jazz， text has not only a visual e百ectas image 

but also a narrative effect as writing. Some texts ex-

plain production techniques of the corresponding 

cut-outs concretely or metaphorically. Besides， texts 

and cut-outs sometimes convey conflicting thematics 

such as identity and difference， rise and fall， love and 

hate， etc. Relationships between texts and images are 

omnipresent all over the work; we find the typical rep-

resentation in the motif of clown. 

Keywords: Text Culture，防sualCulture， Artbook， Paper 

Cut-outs， Matisse， Clown 
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はじめに

本論では、アンリ ・マチス (HenriMatisse: 1869-

1954)が、晩年に制作した『ジャズ、Jljazz (1947)を取り

上げ、主として「書物芸術」としての観点から考察する。

『ジャズ』とは、マチスの20枚の切り紙絵の図版と、同じ

くマチス自身の手書きの文章(それぞ、れタイトノレのつい

た16編のテクスト)を組み合わせた全156頁の書物であ

る。1947年9月30日に、雑誌『ヴェノレヴ』の編集長で、あ

ったテリアード(E.Teriade)によって刊行され、原版は、

マチスの署名と番号入りで、 250部が出版された。

この書物の構成を概述しておこう。『ジャズ』における

切り紙絵とテクストの配置は、次のようになっている。ま

ず、表紙には、 《イカロス》の図版が使用されており、

その表紙をめくると、 JAZZ~v'¥う題字が、手書きによっ

て、いくつかのパターンで、書かれている。その後の頁か

ら、最初の切り紙絵の作品が始まる。まず、左頁に《道

化師》【図1]があり、その右側に、作者名、題字が書か

れている。そして、最初のテクストである「覚え書」が始

まり、途中には見聞きで《サーカス》【図2】、 片頁に《

ロワイヤル氏》【図3]、さらに見聞きで《白い象の悪

夢::i>[図4]が挟み込まれている。次に、「花束」とし、うテ

クストがあり、その間に《馬、曲馬師、道化師》【図5]

が見聞きになっている。「飛行機Jには、見聞きの《

狼::i>[図6]、《ハート》【図7]、《イカロス》【図8]が対

応している。「顔の性格」の後に《フオルム::i>[図9]が

あり、「私が素描する自分の手を信用しているとすれ

ば」の後に《ピエロの葬式》【図10]、そして、対応図

版を持たない「はさみを使ってデ、ッサンするjがある。そ

の後の「私の曲線は狂っていなしリの聞に《コド、マ兄

弟》【図11]、同文の後に《水槽を泳ぐ女》【図12]が

見聞きで配置されている。「新しいタブロー」の片頁に

は《剣を飲む人》【図13]があり、「ある音楽家が言っ

たJとしづテクストの聞には《カウボーイ::i>[図14]がある。

「私は神を信じているか」の後には、 《ナイフ投げ》

【図15]が位置しており、「若い画家たち、理解されぬ、

あるいは後になってやっと理解される画家たちよ、憎し

みは禁物だ」の聞には、 《運命》【図16]が見聞きにな

っている。「幸福J、「珊瑚J、「歌う人たちはしあわせだj

「未来の生」の4つのテクストの聞には、見開きで3点の

《珊瑚》【図17]、【図18]、【図19】が配されている。そ

して、 最後のテクストである「ジャズ」の片頁には、 《トボ

ガン》【図20]が配置されている

切り紙絵としづ手法は、マチスが、デ、ッサンと色彩と

の関係、を模索するなかで編み出された表現方法として
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知られている201940年のヒ。エーノレ・ボ、ナール宛て書簡

のなかで、彼は、「私のデ、ッサンと私の油絵は離れ離れ

になっている」と述べ、デッサンと平塗りの色彩とがかみ

合わなくなるとしづ問題に直面していることを打ち明け

ているこの問題は、 1930年代後半に制作された油彩

画に見出すことができる。たとえば彼は、 1939年12月か

ら1940年1月にかけて、 《ルーマニアのブラウス》【図

21]を制作しているが、デ、ツサンと色彩の折り合いがつ

かなくなる様相は、この作品の制作過程を示す写真に

見ることができるデ、ッサンから彩色され完成に至るま

でのいくつかの制作段階を示す写真を見ると、比較的

詳細なデッサンによって表現されていた対象が、平塗り

によって彩色されていくにつれて、 単純化されていくの

がよくわかる。もともとあったデッサンが、彩色されること

によって、最終的にその効力を失ってしまうので、あるO

この油彩画の制作においてマチスが直面した問題

は、切り紙絵としづ表現方法によって解決される。切り

紙絵は、基本的に、助手がグワツシユで

マチスが、それをはさみで切り抜き、台紙に貼るとし1う

方法で制作された。切り紙絵では、油彩画のように、ま

ずデ、ッサンがあり、その上から色彩を塗るとしづ制作方

法とは、順序が逆になる。マチスが、「はさみを使って

デ、ッサンする5Jと述べているように、切り紙絵の制作に

おいては、予め彩色された紙をはさみで、切ってして。こ

の方法であれば、デ、ッサンと色彩のど、ちらか一方の効

果によって、もう一方が台無しになるということがなくな

るのである。

さて、こうした表現方法によって制作された『ジャズ』

は、しばしば、従来の伝統的な表現方法から脱出する

契機となった作品として位置づけられる。切り紙絵が、

マチスにとって中心的な表現媒体になるのは、 1940

年以降になってからのことであり、 1943年から1946年

に制作されたと考えられる『ジャズ』は、切り紙絵に対

する関心が高まったマチスの、比較的早い時期にお

ける作品で、あった。しかもそれは、 20点もの切り紙絵

の集大成で、あった。

とはいっても、切り紙絵の手法を用いることは、マチ

スにとって、『ジャズ、』が初めてで、はない。マチスが、作

品として切り紙絵を扱う以前の早い時期では、 1919年

にディアギレフのロシア・バレエ《ナイチンゲールの

歌》の舞台装飾と衣装の習作段階に、切り紙絵の手

法が用いられている。その後も、 1933年に完成したバ

ーンズ財団のための大壁画や、 1939年のバレエ《赤と

黒》の舞台装飾の習作段階に用いられているほか、
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雑誌や本のカヴァーなどにも使用されている。さらに、

『ジャズ』の切り紙絵が制作された1943年から1944年の

時期においても、タヒチ旅行の思い出を主題とした《ポ

リネシア》の二枚のパネノレが切り紙絵によって制作さ

れているのをはじめ、 1940年以降から1950年代には多

数の切り紙絵が作品として制作されている。このように、

マチスにおいて切り紙絵の手法は、むしろ晩年の主要

な表現媒体になると言っても過言で、はない。したがって、

『ジャズ』に、切り紙絵の表現手法の特異性を見出すだ

けでは、『ジャズ』の独倉u，性を理解することには繋がらな

い。では、『ジャズ、』は、どのような点において他の多数の

切り紙絵と異なるのだろうか。われわれは、ここで、『ジャ

ズ』が「書物」として出版されたこと、そして『ジャズ、』には、

切り紙絵作品だけではなく、マチスによって書かれたテク

ストが含まれていることに注目してみたいと思う。

書物とし1う媒体に対するマチスの関心は、 1930年代

から40年代において、マラノレメやロンサールなど、の文

学作品の挿絵本を手がけていることからも窺うことがで

きる。特に、 一連の挿絵本の制作において、マチスが

最も重視していたのが、本全体の構成や装飾で、あった

ことは興味深し 160彼は、挿絵の部分と活字印刷の釣り

合いや、活字の形態から大きさの調整、さらには、活字

のレタリングも自ら行っていた。実際、『ジャズ』におい

ても、そのテクストは、独特のダイナミックな筆法によっ

て書かれている[図2210また、『ジャズ、』の序文にあたる

「覚え書Jを読めば、マチスが、し1かlこ、テクストの文字

の形や大きさに関心を寄せているかがわかる。

NOTES 

Pourquoi apres avoir ecrit < Qui veut se 
donner a la peinture doit commencer par se faire 

couper la langue ::} ， ai-je besoin d' employer 

d' autres moyens que ceux qui me sont propres? 

Cette fois j' ai a presenter des planches de couleur 

dans des conditions qui leur soient les plus fa 

vorables. Pour cela， je dois les separer par des 

intervalles d' un caractere di町erent.J' ai juge que 

l' ecriture manuscrite convenait le mieux a cet 

usage. La dimension exceptionnelle de l' ecriture 

me semble obligatoire pour etre en rapport decora-

tive avec le caractere des planches de couleur. Ces 

pages ne servent donc que d' accompagnement a 

mes couleurs comme des asters aident dans la 

composition d' un bouquet de fleurs d' une plus 
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grande importance. 

LEUR ROLE EST DONC PUREMENT SPEC-

TACULAIRE. 

《絵に身を捧げようとする者はまず舌の先をつめて

もらうべきだ》と書いたことのある私が、どうして自

分本来のものとは別の手段を用いる必要があるの

か。いま、私としては色彩の型紙をそれらに一番

好ましい状態で提示して見せるとし1うことをやらな

いといけない。そのためには、異なった性格を持

った間隔によってそれらを分け隔てなければなら

ない。この目的に一番ぴったりしているのは手書

きの筆蹟だと私は判断した。色彩の型紙の性格と

うまく装飾的になじむようにするには、その筆蹟は

ぜひともけた外れのサイズでなければならぬ気が

する。したがって、これらのページは、ちょうどアスタ

ーの花がより重要な花束を作るときの助けになるよう

に、私の色彩の伴奏としてのみ役立つことになる。

それらの役割はだから純粋に目に訴えかけるこ

とだ。7

ここでは、テクストが手書きであることや、その大きさ

が「けた外れJでなければならなし亡と、さらに、そうした

文字の形態は、切り紙絵作品との関係を考えた上で決

定したことが述べられている。すなわち、テクストは、切

り紙絵と調和するような方法で書かれた。だとすれば、

切り紙絵とテクストのどちらか一方が重要なのではなく、

双方の関係性が重要であることがわかる

同様の関係性は、マチスが『ジャズ』の制作の後に手

がけたヴァンスの礼拝堂の空間構成について述べた文

章の中にも見出すことができる。

左手の、われわれの心を包む影のない明るい陽

光の空間から右手の方へ目を移すと、われわれは

そこにタイノレの壁を見出すO それらは視覚上大き

な本を開いたような感じで、そこの白いページには

ステンドグラスによって構成された音楽的部分の

説明となる記号がしるされている90 (傍点は引用

者による)

マチスは、ここで、礼拝堂の空間を大きな書物に例

え、タイルの壁を白いページと表現している。そして、
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その白いページには、色彩のステンドグラスを説明する

タ守イナミックな筆法で、書かれた「記号jがしるされている

と述べている。この礼拝堂における色彩のステンドグラ

スとダイナミックな筆法は、『ジャズ、』の切り紙絵とテクス

トを想起させる10

先に引用した「覚え書jからもわかるように、マチスは

序文において、テクストの内容についてはほとんど問題

にしていなし、。しかし、たとえマチス自身が、テクストと

切り紙絵との関係性や、テクストそのものの重要性を指

摘していなくても、その問題を看過することはできない

だろう。実際に、切り紙絵と文章は、『ジャズ、』台、うタイト

ルを持つ同じ書物のなかに収められているのだから、

双方の関係が全くないと考える方がむしろ不自然であ

る。切り紙絵作品が制作された後にテクストが導入され

たとすれば、少なくとも切り紙絵作品が、文章のイメー

ジの源泉となっている可能性はあるし、たとえ以前に書

かれていたテクストで、あっても、切り紙絵との関連にお

いて配置された可能性は高い。

大久保恭子は、『ジャズ、』の原画に書き込まれている

制作年が、《道化師》、《白い象の悪夢》、《ピエロ

の埋葬》、《トボガン棒》の4点は43年、残りの15点は

全て46年7月となっていることに注目し、マチスが文章を

書き終えた年を作品の制作年としたことを指摘している0

44年の時点で、20枚の原画は、ほとんど完成していた

にもかかわらず、マチスは、その内15枚の原画に46年と

制作年を書き入れている11044年から46年の2年の聞に、

マチスが文章を書いたとすれば、『ジャズ』の文章は、切

り紙絵作品と何らかの関係性を否定できないだけでは

なく、マチス自身が、テクストの導入をもってはじめて作

品の完成とみなしたことがわかるのではないだろうか。

本論では、第l章において、まず複製された切り紙絵

と手書きの文字によるテクストの性格を考察する。第2

章では、具体的にテクストと切り紙絵との関係について

考察してみる。

1.オリジナルと複製

1.1.複製の切り紙絵と手書きのテクスト

切り紙絵の性格をもう少し明らかにするために、切り

紙絵がマチスの重要な表現媒体となる1940年代以前

において、マチスにとって主な表現媒体で、あった油彩

画について振り返ってみたい。

たとえば、1939年の《ラ・フランス》【図23]や1940年

の《ルーマニアのブラウス》【図21]を見てみよう。これ

らに見られる人物の輪郭は、非常に単純化されており、
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また平面的に描かれていることがわかる。しかし、これら

の油彩画がどんなに平面性を増していったとしても、そ

れらは絵筆によって描かれている事実を逃れることは

できない。具体的にその箇所を指摘するまでもなく、画

面のところどころで、筆の動きの痕跡や、余白のままの

部分を確認することができる。

さらに、《夢》【図24]のような作品を見れば、油彩

画としては、全体的に非常に平面的な印象を受けるが、

よく見てみると、眠っている人物の腕と腕が重なる部分

には、簡単ではあるが、光と影が描写されていることが

わかる。さらに、わずかではあるが、デ、ッサンの効果に

よって、人物の体温やその場の空気が表現されている

ようにも感じられる。

このような油彩画に見られるテクスチャーに対して、

切り紙絵では前述のように、あらかじめ彩色された色紙

が使用されているため、筆の痕はほとんど見られない。

さらに色彩については、メーカーがつくったままの色が

使用されており、彩色された色紙がはさみによって形

作られるだけで、あって、油彩画のようにデ、ッサンや色彩

のニュアンスによって表現される光と影の描写はない。

また切り紙絵は、はさみによって切り取られた紙片と

紙片が張り合わされることによって画面が構成されてい

くため、原画では、紙と紙が張り合わされたときに必然

的に画面に凸凹感が生まれる。しかしそうした凸凹感

は、複製された書物のなかの切り紙絵では、印刷によ

って平面化されてしまうので、ある。このように書物のなか

の切り紙絵は、油彩画や切り紙絵の原画と比べて、画

家によって制作された痕跡が見出しにくくなっている。

書物のなかの切り紙絵が原画と異なる点でもう一つ

指摘できるのが、署名の有無である。原画では、《サ

ーカス》以外の全ての作品に、マチスの署名と制作年

が書き込まれているのが確認できる。署名は基本的に、

左下か右下のいずれかに書き込まれているが、一つの

画面に二つのイメージがある《ハート》や《フォル

ム》には、左側と右側の両方にそれぞれ署名が入って

いる。それに対して書物の『ジャズ』で、は、《道化師》

がある右側のページに、書物のタイトルとマチスの名前

が手書きで書かれているが、一つ一つの切り紙絵には、

原画に見られるような署名や制作年の書き込みを確認

することはできない。

ジャック・デリダは、美術における額縁や署名が、作

品の価値判断に与える影響について次のように指摘し

ているヘすなわち署名や額縁は、美術にとって付随

的なもの(バレルゴ、ン)であるが、われわれは、絵画に
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は額縁や署名があることが絵画として正当であると認識

している。そのため、作品に額縁や署名がないとき、わ

れわれは、作品の内容に関係なく、その作品の価値や

価格評価を下げたりすることがありうる。問題となるのは、

額縁や署名があるかなし、かだけではない。額縁の質や、

署名された名前が有名であるかそうでなし、かも、作品

の価値判断に大きく影響する。こうした美術における付

随的なものは、 言い換えれば、 美術を一部の特権的な

人々のものにしていく力を持っていると言える。こうした

ことを考えれば、 書物としづ形態をとることによって額縁

が外され、署名が消され、また複製されることによって画

家の手の痕跡が薄れている『ジャズ、』の切り紙絵は、原

画と比べより大衆的な側面を持っていると言えるだろう。

だが一方で、『ジャズ、』にはマチスの手によって制作

された痕跡も確かに指摘できる。切り紙絵には、なめら

かな切り口によって切断された紙片ばかりでなく、はさ

みで紙を切り取る過程のなかで画家さえも予期しなか

ったような線の歪みがし1くつも見られる。さらに序論に

おいて少し触れたように、『ジャズ』において決定的なこ

とは「手書き」のテクストがあるとし、うことである。

『ジャズ』で、は、切り紙絵とテクストのどちらか一方が

より重要なのではなく双方の関係性が重要であると考

えられることはすでに指摘した。興味深いのは、手書き

のテクストが常に同じ調子で書かれているのではなく、

インクの濃淡やかすれが画家の筆遣いそのものの呼吸

を伝えていることである。また、ところどころ文字の大き

さが異なっている箇所があったり、書き間違いがそのま

ま残されていると思われる箇所があったりする。全体的

に『ジャズ』のテクストは比較的大きな文字で表現され

ており、大部分が早いスピードで流れるような筆記体に

よって書かれている。しかしながら、たとえば先に引用

した「覚え書」のなかでは「それらの役割はだから純粋

に目に訴えかけることだJとしづ部分のみが活字体で書

かれており、その前後のテクストの筆法とは明らかに異

なっている【図2510

ここで、この一文に続くテクストの後半部分を引用し

ておこう。

Que puis-je ecrire? Je ne puis pourtant pas 

remp1ir ces pages avec des fab1es de La Fontaine， 

comme je 1e faisais， 10rsque j' etais clerc d' avoue， 

pour 1es {: conclusions grossoyees } ， que per-

sonne ne 1it jamais， meme pas 1e juge， et qui ne se 

font que pour user une quantite de papier timbre 
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en rapport avec 1'importance du proces. 

11 ne me reste donc qu' a rapporter des remar-

ques， des notes prises au cours de mon existence 

de peintre. Je demande pour elles， a ceux qui 

auront 1a patience de 1es 1ire， l' indu1gence que 

l' on accorde en genera1 aux ecrits des peintres. 

(Nous son1ignons.) 

何を書いたらいいのか。それにしても、代訴人

の見習だったころ、誰も、判事すら決して読むこと

はないのだが、訴訟の重要度に釣合うような公式

書類の量を間に合わせるためだけに《謄本書体の

申立書>>を作成したときよくやったように、ラ・フォン

テーヌの寓話でこれらのページを埋めるわけにも

ゆくまい。

とすれば、私が画家の生涯の聞に記した考察

や覚え書を引用するしかあるまい。それらを忍耐

強く読んで下さる方々には、 一般に画家たちの文

章に対して示される寛容を、私の場合にも賜りた

いものであるヘ (下線は引用者による)

このテクストのなかに、注目すべき箇所がもう一つあ

る。ここでは、引用によって作成された《謄本書体の申

立書》を引合いに出し、『ジャズ』のテクストが引用から

成り立つものではなくマチス自身によって書かれたもの

であることを強調しているが、そのなかに「訴訟の重要

度J(1' importance du proces)としづ言葉があることに注

目したい。この部分を手書きのテクストで見てみると

l'importance ~ V '1う言葉だけが小さな文字で、書かれて

おり、しカも画家が書き忘れて後から付け加えたかのよ

うに、この言葉だけが通常の位置とは異なるところに書

かれていることに気がつく【図26]。この書き忘れと付加

は意図的なものだろうか。このような視覚的効果は、そ

の「訴訟Jの「重要度」が、分量だけが多く内容空疎な

書類によって、し、かにも軽視されていることを表現して

はいないだろうか。

一方、 l'importanceの文字の表現とは反対に、たと

えば「顔の性格Jとしづテクストのなかでは、テクストの文

末にある Figuier(し1ちじく)としづ言葉だけが他よりも

大きなサイズ、の文字によって書かれている【図2710ま

た「私の曲線は狂っていなしリのなかのl'horizonta1e

(水平線)としづ言葉は、綴りの真ん中にある onの部

分が抜けており、後から書き加えられているようになっ

ている【図2810I新しいタブローjでは、のびのびと書か
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れた文字に固まれて文中にある「小さな花J(la petite 

fleur)としづ語句だけが、小さい文字で、コンパクトに書か

れていることが目につく【図29L同じように「歌う人たち

はしあわせだ」とし、うテクストに見られる c白urI心」とい

う文字は、それだけが前後の文字とは区別されるように

小さく書かれていることがわかる【図30Lさらに「幸福J

のなかでは「確信を持ってJ(avec conviction)としづフレ

ーズのなかの avecとしづ単語が続けて2度書かれて

おり、そのうちの一つに線が引かれ消されている【図

31]。その後に続く同じテクストのなかでも、 「自分自身

の囚人J(prisonnier de lui-meme)の prisonnierとしづ

単語が2度繰り返されて書かれており、その一つが消さ

れているのがわかる【図32L

こうした手書きのテクストに見られる不規則さに対し

て、マチスが何らかの意味を持たせていたかのか否か

を一概に判断することは難しし 10

たとえば「覚え書jのなかの一文「それらの役割はだ

から純粋に目に訴えかけることだjは、手書きテクストの

視覚的な効果を強調するために、マチスが意図的に文

字を他の文字とは違った形で、表現したことは明らかだ。

「小さな花JOa petite fleur)は、小さな書体によってまさ

にその「小ささ」が強調されている。また後にくわしく述

べるように、切り紙絵とテクストの関連を考えれば、この

表現は、 《ピエロの葬式》の葬送の馬車の中にある赤

い花の形をした切り抜きを連想させるものであり、「心j

(c田ur)は《ハート》の右側に見られる赤し1ハート型の

切り抜きゃ《イカロス》の心臓を示す赤い点のイメー

ジに結びつく。そのことから、マチスはこれらの言葉を

意図的に他の文字とは区別されるような形で表現し、

読者の注意を引こうとしたと考えられる。

しかしながら、同じ単語が繰り返して書かれその一つ

が泊されているものや、後から書き加えられたと考えら

れるもの、さらに綴りの書き落としは、おそらくマチスの

単なる書き間違いで、あったと考えるのが一般的だろう14

また「顔の性格Jとしづテクストでは「し、ちじく」が主題に

なっていることからマチスが意図的に Figuier(いちじ

く)の文字を大きく書いたと考えられるが、最終行に書

かれているこの文字は、紙の余白を埋めるために大き

く書かれたと捉えるとともできる。

このように手書きのテクストに見られる不規則さは、マ

チスが意図して表現したと考えられる箇所もあれば、画

家がテクストを書くなかで偶然生まれたものとも捉えるこ

とができるのだ。いずれにしてもテクストが「手書きJであ

ることや、そこに見られる不規則さは、画家自身の書くと
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いう身体的行為を表出しており、その痕跡となっているこ

とは確かだと言える。だとすれば、こうした手書きのテクス

トは、複製の切り紙絵に薄れた画家の制作行為の痕を補

完するような役割を持っていると考えられるのである。

1.2.商品としての『ジャズ』

『ジャズ』の最後のテクストのなかで、マチス自身が述

べているように、『ジャズ、』の切り紙絵は「サーカス、民話

あるいは旅行などの思い出」を主題としている。サーカ

スの芸や、人物や動物、海草などの形は、画家独自の

視点によって表現されていると言うよりも、記号的で、誰

が見ても、その形が何を意味するものであるかが理解

できるようになっている。

こうした切り紙絵のモチーフの単純さは、ピカソによ

るコラージュと比較することによって、いっそう明らかに

なる。マチスとヒ。カソにおける芸術の相関性についての

研究のなかで、切り紙絵はしばしばキュピ、ズ、ムのコラー

ジュとの相違において議論されてきた15。切り紙絵がコ

ラージュと異なるのは、まず、画面に持ち込まれる物質

の違いである。切り紙絵では、作品の素材となる紙の切

り抜き、そして紙片の構成など、制作のほぼすべての

過程が画家の手によって創られている。それに対して

ヒ。カソのコラージュには、レディメイドの日用品、たとえ

ば新聞紙やロープなどの物が、断片的であれ、そのま

ま持ち込まれている。

では意味作用の次元では、この二つはどのような違

いが指摘できるのだろうか。コラージュにおいては、作

品を構成する素材が、画面のなかでは、通常の意味か

ら変容して機能している。たとえば、ピカソの1912年の

《椅子の篠細工のある静物》【図33]を見てみよう。と

の作品では、木や石膏、金鍍金などで創られている通

常の額縁に代えて、ピカソはロープの額縁をはめてい

る。ロープは本来、額縁としては使用されない。このよう

にコラージュに使われる物質は、本来の用途から画家

がその物へ与える意味へと変容させられている。その

ため画面に持ち込まれた物質が、との絵において何を

意味するかを鑑賞者が汲み取って理解することは難し

くなっている。

一方『ジャズ、」の切り紙絵に見られるモチーフは、す

でに述べたように、誰もが共有する記憶に基づいた単

純なフォルムによって表現されている。作品を見る者は、

美術に関する専門的な知識を持っていなくても、画面

に表現されたものが何を示しているのか理解することが

可能なようになっている。
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切り紙絵がピカソのコラージュとは異なり、鑑賞者に

対して比較的理解しやすい芸術であることは、『ジャ

ズ』が書物として出版されたことと関係しているとも考え

られるだろう。芸術家ではない人々と、芸術との関係に

対するマチスの関心は、1908年の段階においてすで

に指摘できる。マチスの有名な言葉を参照してみよう。

私が夢みるのは心配や気がかりの種のない、均衡

と純粋さと静穏の芸術であり、すべての頭脳労働

者、たとえば文筆家にとっても、ビジネスマンにと

っても、鎮静剤、精神安定剤、つまり、肉体の疲れ

をいやすよい肘掛け椅子に匹敵する何かであるよ

うな芸術である16

マチスはこのように述べ、芸術がある一部の特権的

な人たちのものだけではなく、あらゆる人々の生活に役

立つもので、あることを願っている。さらに、マチスの芸術

で商品化されているのは『ジャズ、』だけで、はない。『ジャ

ズ』が出版された1947年前後にマチスは、企業との協

力によって、限定制作の壁掛けやタペストリーを商品化

しているが、それらの原画には、し1ずれも切り紙絵が用

いられている。1946年には、《ポリネシア海》、《ポリ

ネシア空》が、ロンドンのアッシャ一社によって、室内

装飾用の壁掛けとして30部が限定販売された。1948-

49年には、アメリカのカッツェンバッハ・アンド・ワレン社

によって、『木と花』を原画とするシルクスクリーンの壁

面装飾が限定販売されている。さらに1950-51年に、

アレクサンダー・スミス・アンド・サン社から同様に壁面

装飾が販売されている。こうした壁面装飾を商品として

流通させる目的についてマチスは、それほど裕福でな

い人に現代芸術家の作品を知ってもらうためで、あること

を、画商をしていた息子のヒ。エール・マチスに話してい

る17 このようにマチスは、自分の芸術を商品化すること

に対して非常に積極的な態度を示している。

しかしながら、『ジャズ』の出版についてマチスは必

ずしも満足を示しているとは言えない。1947年12月に

ノミリのヒ。エール・ペレス書屈で、聞かれた『ジャズ』の展

覧会を見たアンドレ・ルーヴェールの批判に対して、マ

チスは手紙のなかで、次のように語っている。

1947年12月25日

『ジャズ』のことについて率直に言ってくれてあ

りがとう。《きみの意見に全く賛成です。》こいつ

のためにはずいぶん骨を折ってきたにもかかわ
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らず、どうしてもだめだったO 気分的にあれは好

きになれない。

あれは全くの《だめな奴》です。また、どうしてこ

れらの切り紙絵は作ったときに壁に置いて見ると

いい感じを与えるのだろう。『ジャズ』のなかで、それ

らを見るときの判じ絵のような性格がどうしてない

のだろう。それらを全く台なしにしてしまうのは移し
サンシピリテ

換えのせいで、そのために情感 これを欠くと

私の作品はつまらぬものとなる一ーが失われてし

まったのだと思う。また、この作品はどうもあまりぴ

んと来なくてなどと展覧会の前にはテリアードに言

ったりしていました。それが、この通り、空前の成功

だとか、この書物は新紀元を劃するだろう等々とし、

うことで......関係者としてこれに大きな関心を持っ

ている人たちを失望させないために何を言ったら

いいものやら。念のためながら私はこのことで何も

気を落としているわけで、はけっしてない。とし1うの

も、午後は切り紙絵の方式による色の新しい組み

合わせの仕事にふけっているのですから。しかし、

こうしたものは全く単純に原作のまま、グワッシュの

ままでないといけないとし、うことは知っています18

ここでマチスは、原画と比べて複製された作品の「情

感Jが劣っていることを指摘し、複製された作品に不満

を持っていることを示している。さらに、その2ヶ月後の

マチスの発言を見てみよう。

1948年2月22日

••• . . . ~ジャズ』の件、刷画の輪郭は私のはさみの

裁断の純粋さをとどめていないものの、色はよく

て、原作一一これは、僧院入り前のあるドミニコ会

修練女にグワッシュを塗ってもらった紙を使って

私が切り抜きをやったので、す一ーにぴったり合っ

ています。複製はリネル製の全く同じグワッシュ

で製作されています一一濃い焦茶色の手のものさ

えそうですが、これは戦前リネルがド、イツの絵具を

使って製造していたもので、それと全く同じものを

見つけるのにいろいろドイツに問い合わせました。

仕上がりは切り抜きの作業の魅力をとどめていな

いにせよ、それでも同じような力強い、調和のとれ

た関係を保った色彩のとり合わせはやはり元通り

です。これらの関係は新鮮で、そこにはデ、ッサンも

あり、原作を見なかった人にとっては、との本で知

るのが肝心です。......新聞や各方面から知らされ
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たことによれば、この本は画家たちの聞に大きな

影響力をもっており、彼らは色彩とデ、ッサンが結び

つけられていながら、そこにはしばしば微妙な形

で含まれている感情がこの結び、っきのために失わ

れてはいないことを見てとっているのです19

ここでも、マチスははさみの動きの躍動感が原画より

も劣るということや、原画を第一に見ることの重要性を

指摘している。しかし他方では、切り紙絵の印刷には原

画と同じグワッシュが使用されていることを強調し、複製

における色彩の質が原画に劣っていないことを主張し

ている。こうしたマチスの発言からは、複製とは言っても、

もとの原画を基準にして同じ顔料を用いて制作された、

複製の切り紙絵の「質」を、積極的に評価しようとしてい

ることがわかる。

さらに前述のように、『ジャズ、』の原版は250部の限定

出版である。それらにシリアルナンバーが入っていたこ

とからもわかるように、250部としづ部数は『ジャズ、』を商

品として大衆に流通させるには程遠く、非常に限定さ

れた数だと言える。上の引用で、「との本は画家たちの

聞に大きな影響力を持っているJと書かれている箇所

に注目したい。複製されることによって鑑賞者に歩み寄

ろうとする一方で、『ジャズ』はまた、ある特定の人々に

受容されるととを期待している。それは『ジャズ』のテク

スト中にも何度か言及される「若い人たちJ1若い画家

たち」であるのかもしれない。ウ、オルター・べンヤミンは

複製技術時代の芸術作品にはオリジナルな作品が持

つ特質や礼拝的価値が失われることを指摘しているが20、

『ジャズ、』にはオリジナルな作品が持つ芸術性に依拠し

ている側面があることは否定できないのである。このよう

に『ジャズ、』は、すでに大量生産時代を迎えていた20世

紀半ばとしづ時代にあって、オリジナルと複製の峡間に

位置する奇妙に暖昧で両義的な、独特のスタンスを保

持している作品であると言えるだろう。

2.切り紙絵とテクスト

2.1. Wジャズ』の切り紙絵とテクス卜についての先行研究

本章では、具体的に切り紙絵とテクストの関係を見て

いくが、その前に『ジャズ、」の切り紙絵とテクストは、これ

までにどのように読まれてきたかについて述べておきた

い。先行研究では、『ジャズ』の切り紙絵とテクストは、

ほとんどの場合、それぞれ別々に解釈されてきた。

まずテクストに関する研究を見ておこう。『ジャズ、』の

テクストには、第一に、 当時の芸術的環境の影響を読
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み取ることができる。たとえば大久保恭子は、 「私は神

を信じているか」における「順応で、謙虚になっているとき、

私は自分以上のものを作らせてくれる何ものかの助け

を大いに感じる」としづテクストに、シュノレレアリスムの影

響を指摘している。マチスは、 48年には、 140年か50年

前、私は私を呼ぶ何かlこ向かって歩き始めたそ

れは、現在に到達するために暗い森を導かれて進むよ

うなものだ。しかし、どこへ行くのか予め分かっていたわ

けで、はなかった21Jと述べている。さらに、ちょうど、『ジャ

ズ』制作中の45年には、 「手段を我がものにするには鍛

錬を重ねて意識的なものから無意識的なものへ移って

し、かなければならなし，22Jとも述べている。このように、

芸術の制作の上で「無意識」であることに、マチスが少

なくとも関心を寄せていたことは明らかだと言える。こう

した当時の芸術的環境と結びついたマチスの関心を

考えれば、『ジャズ』のテクストに見られる抽象的な力の

存在についてのマチスの言及に、シュルレアリスムの

「無意識jの影響を見ることができる。

また、ジャック・ブラムによれば、『ジャズ』のテクストで、

は、過去の慣習や達成から解放され自由になるととの

重要性が強調されている。たとえば「花束」としづテクス

トでは、過去の記憶に囚われて意識的にアレンジした

花に幻滅したことが述べられている。さらに「ある音楽

家が言った」では、「本能の新鮮さを保っすべを知らな

ければならなしリとマチスは述べている。ブラムは、芸

術家は自然に対して常に新鮮な感覚を持つべきであ

る、そして完全に自由な精神、眼、手によって制作にア

プロローチしなければならないとし1うマチスの基本的な芸

術に対する信念との関係において、これらのテクストに、

慣習や達成から解放される必要性を説くマチスのメッ

セージを読み取っているのである23

では、切り紙絵の研究についてはどのようなものがあ

るだろうか。『ジャズ』の切り紙絵に一貫した主題を見出

す数少ない研究のなかで、大久保恭子は『ジャズ』の

切り紙絵の主題に、「原初性」を指摘している。たとえ

ば《イカロス》としづ主題は、ギリシア神話に基づいて

いる。神話は、歴史のなかで時間が発展するとともに、

その原初がどんどん暖昧になってしく。また《ナイフ

投げ》では、左の人物の形がアフリカの投げナイフの

形に似ているし、タヒチ旅行の思い出を表現した《珊

瑚》は、ゴーギャンのプρリミティヴを連想させるO さらに

1944年に、マチスはテリアード、への手紙のなかで、「か

わいいおまえを食べるのに、都合がいいようにさjと書

いていることから、《狼》は民話の『赤ずきん』のイメー
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ジに基づいているとも考えられる24 これらの切り紙絵の

モチーフは、全てその起源が歴史のなかで暖昧にされ

ているとしづ性質を持っている25

また『ジャズ、』の切り紙絵に関しては、アルフレッド・ア

ペルが当時の社会的な背景との関係を指摘している。

切り紙絵の《イカロス》が、前述のようにギリシア神話

に基づいて、空から落下するイカロスを指しているとす

れば、イカロスの周りの黄色い形は星を意味すると考え

られるが、たとえば《イカロス》を第二次世界大戦と関

連させれば、黄色い形は人間を攻撃する爆弾が作裂

する様子を表していると見ることができる。その場合、イ

カロスの心臓の位置にある赤の丸い点は、血を流す銃

痕と見なせるかもしれない。また《ロワイヤル氏》は、

長年サーカス団の団長を務めた人物で、あるジョゼフ=

レオポル・ロワイヤル(1835-89)をモデ、ルにしたと言わ

れているが、サーカス団の「指揮者Jに、ナチズムの独

裁者のイメージを読み取ることも不可能ではない。さら

に興味深いのは、《狼》を、反ナチス運動の取り締ま

りを目的としたゲ、シュタポ(Gestapo)のシンボ、ルと読むこ

とである26 テリアードがマチスに『ジャズ』の企画を持ち

込んだのは1939年であり、ちょうど第二次世界大戦勃

発の時期と重なる。そして制作期間はまさに大戦中で

あったことを考えれば、こうした解釈は十分に説得力を

持つだろう。

さらに『ジャズ、』の切り紙絵の一つの形は、さまぎまな

文脈に置かれることで意味が変化していくことも指摘さ

れている。たとえば、《道化師》の黄色のカーテンを

表す波型の形は、《サーカス》の赤と白の入り口を示

す形にも使われている。『ジャズ』の後半に配されてい

る3点の《珊瑚》で最終的に珊瑚を意味するものとし

て用いられている形は、《白い象の悪夢》では、ジャ

ングルを表すものとして使用され、《馬、曲馬師、道化

師》では、画面の縁の部分に装飾的な模様として使わ

れている。同じ形はさらに、《貧Ijを飲む人》では、目と

して、《ナイフ投げ》では、ナイフを投げる的の形とし

て用いられているのである。一方、人物を示す形に注

目すれば、同じ形が《道化師》と《イカロス》の両方

を表すものとして使われていることがわかる。このように、

一つの形は何か一つの特定の意味を持っているので

はなく、置かれる文脈によってその意味は変化していく

のである。

また同じ文脈のなかでも、ある一つの形が複数の意

味を持つこともあるたとえば《ロワイヤル氏》の白い

形は顔を表しているが、画面を逆さまにして見てみると、
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別の青い顔が現れる。《運命》の左半分では、紫色

の形は顔を表しているように見えるが、それを囲む黒

色に注目してみると、「アフリカ彫刻の横顔」を見ること

もできる27 このように一つの画面のなかで、も見方を変

えることで、意味は変化しうるのである。このように切り

紙絵の形は、きわめて暖昧で多義的であり、また錯視

を楽しむ子供の遊びにも似た遊戯性を持っていると

言えよう。

以上に見てきたように、『ジャズ』のテクストには、当

時のマチスの芸術的環境やマチス自身の芸術観を認

めることができ、また切り紙絵の主題には、神話や民話、

もしくは「未開Jに通じる「原初性」や、第二次世界大戦

としづ当時の社会的背景との関係を見出すことができる。

さらに切り紙絵においては、 一つの形が、さまざまな意

味へと変化してして様相を見ることがで、きることもわかっ

た。し、ずれの解釈も可能だと考えられるし興味深い。し

かしこれらの解釈においては、『ジャズ』の切り紙絵とテ

クストは切り離されたままである。

第1章において指摘したように『ジャズ』のテクストは、

その特徴のーっとして「手書き」であることや文字の大

きさによってもたらされる視覚的な効果を持っているこ

とが挙げられる。『ジャズ』の最初のテクストにあたる「覚

え書Jのなかで、マチスは、画家は言葉によってではな

く絵筆のみによって表現しなければならないとしづ信条

に対し、自分が文章を書いている矛盾を自ら指摘して

いるが、彼は、書かれた文字は作品全体を引き立たせ

るために書かれたものであることを強調しながら、この

矛盾を正当化している。

しかし実際に『ジャズ』のテクストは、「純粋に目に訴

えかける」役割のものでしかないのだろうか。この書物

のなかに収められている複数のテクストは、それぞれ異

なった切り紙絵作品の聞に配置されている。こうした作

業をマチス自身が行ったことを考えれば、切り紙絵とテ

クストの内容に何らかの関係性を見出すことができても

おかしくないだろう。

以下においては、その関係性を3つの種類に分けて

考察していきたい。まず、テクストが切り紙絵の制作手

法そのものを語ってしも場合、次に、隣接する切り紙絵

とテクストが相互に関連を持っている場合、そして最後

に、そのような直線的な配列関係を越えて、切り紙絵と

テクストがさまざまな照応関係を作りながら、「書物」全

体に一種のネットワークを構築している様相について、

検討していくことにする。
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2.2.テクストと切り紙絵の制作手法

『ジャズ』のテクストには第一に、切り紙絵の制作手

法に関する記述が見られる。まず、「私が素描する手を

信用しているとすれば」品、うテクストに注目してみよう。

マチスはここで、「素描する手」と述べているが、それは、

はたして文字通りの「素描する手」を指しているのだろう

か。つまりそれは油彩画の制作において、彩色する前

に画面を構成するデ、ッサンの過程について述べている

のだろうか。この「素描する手jの意味は、このテクスト

の次に配されているテクストによって明らかになる。次

のテクストでは、「はさみを使ってデ、ッサンするO 色をじ

かに切り抜くのは彫刻のじか彫りを思い起こさせる。こ

の本はそうした精神で構想されたものだ28Jと書かれて

いる。したがって「素描する手Jとは、油彩画の制作の

際にデ、ッサンする手を指しているのではなく、紙を切っ

ていくときの手、すなわち切り紙絵の手法を指すもので

あることがわかる。

この「はさみを使ってデ、ッサンするJとしづテクストの

後に「私の曲線は狂っていなし'Jとしづテクストがある

ことに注目してみよう。曲線は、切り紙絵の紙片の形

に見られる極めて重要な特徴の一つである。ちょうど、

このテクストに挟まれて配されている《コドマ兄弟》

の黄色で切り抜かれた兄弟の形は、いくつかの曲線

によって形作られることによって、人体が表現されて

いるD 同じように、《イカロス》と《道化師》における

人体の形、《サーカス》の綱渡りをする人、《ロワイ

ヤル氏》の顔、《フォルム》における二つの胴体、

《水槽を泳ぐ女》、《カウボーイ》における馬にまた

がった二つの姿、《ナイフ投げ》における右側の人

体、そして、《珊瑚》の珊瑚に注目することができる。

それらの形は、いくつかの曲線で形の特徴が表現さ

れることによって何を表すもので、あるかがわかるように

なっているのである。

さらに、切り紙絵の制作手法に関する記述は、「花

束」とし1うテクストのなかにも、読み取ることができる。冒

頭の「覚え書」において、すでにマチスは、『ジャズ』の

書物自体を「花束jに例えていたが、ここで「覚え書」の

次に位置する「花束J~v'うテクストを詳しく見てみよう。

LE BOUQUET 

Dans une promenade au jardin je cueille fleur 

apres fleur pour les masser dans le creux de mon 

bras l' une apres l' autre au hasard de la cueillette. 

Je rentre a la maison avec l' idee de peindre ces 
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日eurs.Apres en avoir fait un arrangement a ma 

facon quelle deception : tout leur charme est perdu 

dans cet arrangement. Qu' est-il donc arrive? 

L' assemblage inconscient fait pendant la cueil 

lette avec le gout qui m' a fait aller d' une fleur a 

l' autre est remplace par un arrangement volon 

taire sorti de reminiscences de bouquets morts 

depuis longtemps， qui ont laisse dans mon souvenir 

leur charme d' alors dont j' ai charge ce nouveau 

bouquet. 

Renoir m' a dit : <{ Quand j' ai arrange un bou 

quet pour le peindre， je m' arrete sur le cote que je 

n' avais pas prevu :}. 

花束

庭を散歩しているとき、私は次から次へと花を摘

み、あれこれ行き当たりばったりに摘み集めては

腕に抱え込んでゆく。そうした花を描くつもりで、家

にもどる。自己流に花を活けてみると、何という幻

滅一一花の魅力はこの活け方で、すっかり消えてし

まった。いったいどうしたわけか。

好みにまかせてこの花あの花と摘んでいる聞に

無意識に行われた組み合わせが、とっくの昔に枯

れた花束の追憶をもとにした意図的な活け花にと

って替わられてしまったのだ。昔の花束の魅力が

思い出のなかに残っていて、私は新しい花束にそ

れを与えてしまったのだ。

ルノワールが私にこう言ったことがある “絵

に描くために花束を活けたときには、私は予期し

なかった面に着目するんだ"29

ここでは、マチスが絵を描くために花を摘み、それら

を活けたときの経験が書かれている。彼は庭で花を摘

み集めそれらを活けてみたのだが、自分の手によって

活けられた花を見て幻滅したとしづのである。そして、

こうした結果を招いた原因は、摘み集めた花を、過去

の美の記憶に囚われて活けてしまったことにあるとしづ

のである。

われわれは先に、この「花束」において、過去の記憶

からの解放の強調を見るブラムの解釈を確認した。しかし

興味深いのは、「花jを切り紙絵の一枚の紙片と仮定して

みると、このテクストは、切り紙絵を制作する過程を示して

いるように読み取れることである。先に見たように、「はさ

みを使ってデ、ッサンするJのなかで、マチスは、「色をじか
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に切り抜くのは彫刻家のじか彫りを思い起こさせる。」と

述べ、切り紙絵と彫刻の制作過程の類似性を指摘してい

た。ブラムは、このマチスの発言に注目しながら、切り紙

絵と彫刻の制作手法の相違点について述べている30 切

り紙絵が、制作過程の上で彫刻と異なるのは、紙を切る

(彫刻を彫る)としづ作業の他に、切った紙片を配置する

というもう一つの重要な過程があることである。切り抜い

た紙片は、画面に配置されるとき、画面全体に調和する

ときもあれば、しないときもある。調和しないときは、位置

をずらしてみたり、場所を変えてみたりする。こうした切り

紙絵の制作過程は、様々な種類の切花を、あたカも庭

の花を気ままに摘み集めるように、本能に導かれるまま

にアレンジしてして過程とよく似ていると言える。

2.3.隣接する切り紙絵とテクストの関連

2.3.1.差異と同一性

テクストの内容と切り紙絵の関係性をさらに考察する

ために、次に、書物のページの順序を参照しながらテ

クストの「挿し絵」としての切り紙絵とし1う観点から分析し

てみたい。まず「顔の性格Jとしづテクストに注目してみ

よう。このテクストは、 《フォルム》としづ切り紙絵の前

に配されている。

Lθ caractenθd'un vi注ag，θdessinene depend pas 

de ses diverses proportions mais d' une lumiere 

spirituelle qu' il re自社e.Si bien que deux dessins 

du meme visage peuvent representer le meme 

caractere bien que les proportions des visages de 

ces deux dessins soient differentes. Dans un figuier 

aucune feuille n' est pareille a une autre; elles sont 

toutes di町erentesde forme; cependant chacune 

crie: Figuier. 

素描での「顔の性格」はそのさまざまなフ。ロポー

ションによってきまるのではなく、それが反映して

いる精神的な光によってきまる。それだからこそ、

同じ人の顔の二つの素描は、たとえ両方の素描で

顔のプロポーションが異なっていても、やはり同じ

性格を表現できるのだ。一本のいちじくの樹でも、

ーっとして同じ葉があるわけではない。どれもみな

形が違う。にもかかわらず、葉の一枚一枚が叫ん

でいる、いちじくだぞ、と31

ここではまず、同じ人の二つの顔は、たとえその二つ
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の顔のプロポーションが異なっていても、素描によって、

同じ性格を表現できることが述べられている。そして後

半では、いちじくの樹が例に出され一本のいちじくの樹

についている葉の形は、厳密に言えばそれぞれ違った

形をしているのだが、それらは差異を内包しつつも、や

はり同一性を持つことが指摘されている。

先に述べたように、このテクストの次には、 《フォル

ム》としづ切り紙絵がある。《フォルム》では、色彩を

反転させた二つのトルソが表現されている。二つのトノレ

ソが並べられているこの一つの画面を見るとき、左側の

灰色の胴を形づくるために切り抜いた空色の紙片が、

そのまま右側の胴として使用されているのではなし1かと

いう考えが浮かぶ。言い換えれば、 二つのトノレソは、全

く同じ形をしているものであると、われわれは考えるカも

しれない。

マチス自身も、 1944年にテリアードに送った手紙の

なかで、「私が作ったのは、造形的ポーズ、二つの美し

いトノレソで、ある。裏面には、ほぼ白い灰色が空色の上

にあり、表面には空色のトルソがほぼ白い灰色の地の

上にある」と述べている。この説明のなかで、マチスは、

二つのトルソが配置されている場所を、それぞれ「裏

面Jと「表面」と呼んでいる。つまり、見開きのページの

左側にある灰色のトルソと、右側にある空色のトルソは、

重ね合わせることによって、裏表一体になることを示唆

している。

しかし、よく見てみると、実際にはこの二つの胴は異

なったフォルムで、あることがわかる。胸部のあたりに注

目してみても、空色の胴の切り口には、凸凹している箇

所が数箇所見られるが、灰色の胴には、それらに対応

する凸凹は見られない。また、灰色の胴では、腹部の

右側がやや膨らんでしも。しかし同じような膨らみは、

空色の胴の腹部には確認できない。さらに腰部の膨ら

みを描く曲線も、二つは異なっている。灰色の胴の場

合、その腰部を描く線は、右側よりも左側の方がいっそ

う丸みを持っていることがわかる。それに対して、空色

の胴の腰部を描く左右の線は、ほとんど同じくらいの丸

みを描いている。

このように《フオノレム》は、一見同じ形に見えるが、

実際には形の異なる二つのトルソが表現されていること

がわかる。「顔の性格」と《フォルム》は、し1ずれも差異

と同一性とし1うテーマの変奏で、あるO

2.3.2.不安と希望、飛朔と転落

次に、「飛行機J とし 1うテクストと、 《 狼 ~~ハート 》
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《イカロス》の切り紙絵との関係、を見てして。

L' AVION 

Un simple voyage de Paris a Londres en avion 

nous donne une revelation du monde que notre 

imagination ne pouvait nous faire pressentir. En 

meme temps que le sentiment de notre nouvelle 

situation nous ravit， il nous rend confus par le 

souvenir de soucis et d' ennuis par lesquels nous 

nous sommes laisses troubler， sur cette terre que 

nous apercevons au-dessous de nous， a travers les 

trous de la plaine de nuages que nous dominons， 

pendant qu' il existait un milieu enchanteur dans 

lequel nous sommes. Et lorsque nous serons re 

venus a notre modeste condition de pieton， nous 

ne sentirons plus le poids du ciel gris peser sur 

nous， car nous nous souviendrons que derriere ce 

mur facile a traverser， il existe la splendeur du 

soleil ainsi que la perception de l' espace illimite 

dans lequel nous nous sommes sentis un moment si 

libres. 

Ne devrait-on pas faire accomplir un grand 

voyage en aVlOn aux Jeunes gens ayant termme 

leurs etudes. 

飛行機

飛行機で単にパリからロンドンへ旅行するだけ

で、私たちの想像力をもってしては予感で、きなか

ったような世界が聞かれる。この新しい状況の感

覚は、私たちをうっとりさせると同時に、地上で心

を悩ましていた気苦労や不安を思い出して、私た

ちを気恥ずかしくさせてしまうのである。地上は今、

眼下に見下ろす雲海の切れ間を透かして、下の

方に見えている。今私たちがいるこんなにも魅惑

的な世界が存在していたのだ。そして、私たちが

歩行者としての条件に舞い戻ったときにも、私たち

は自分の上にのしかかる灰色の空の重みを、もは

や感じなくなるだろう。というのも私たちは、たやす

く突き抜けられるこの壁の向こうには太陽の爆く光

と、限りない空間の知覚が存在しているのだとし、う

ことを思い出すだろうからである。そこでは私たち

は、ひとときの問、あんなにも自由を感じることがで

きたのだ。

学業を終えた若い人たちには飛行機の長旅を
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実行させてやるべきではなかろうか32

この「飛行機J~v 'うテクストは、 《狼》、《ハート》、

《イカロス》としづ3つの切り紙絵の聞にまたがって配

置されている。飛行機に乗って空中にいるとき、私たち

は、空にはこんなにも魅惑的な世界があることを知るこ

とによって、気苦労や不安で悩まされていたことが気恥

ずかしくなる。こうした飛行機の旅の経験があれば、ま

た地上に戻っても、もはや空の重みを感じることはなく、

空の自由な感覚を思い出すことができる。ここには、空

の旅を通して、気苦労や不安で悩まされていた心から

解放され、自由になっていく心の変化を読み取ることが

できる。この二つの心のイメージは、 《ハート》の左側

のイメージと右側のイメージとの関係に対応している。

《ハート》の左半分には、 緑色の縦の長方形があり、

その上に、もう一回り小さい黒色の長方形が重ね合わ

されている。右半分で、は黒の長方形がベースになって

おり、その上に、四角の右上が切り取られているピンク

色の紙片が重ねられている。また、ピンクの紙片の上に

は、同じ形をした小さな白色の紙片が貼られている。さ

らに、白色の紙片の中央には、赤いハート形の切り抜

きが貼られている。右半分においては、ベースになって

いる黒色の紙片は、結果的に、ピンクと白色の紙片に

覆われていて、少ししか見えなくなっている。そのため、

緑と黒によって表現されている左側とは対照的に、 全

体的に非常に明るい印象になっている。このような二つ

の対照的な切り紙絵のイメージは、「飛行機Jに見られ

る、不安と希望品、う心の二つの状態を表すものである

と解釈できるだろう。

それでは《ハート》よりも前にある《狼》の切り紙

絵と「飛行機Jのテクストはどのような関係を持つのだろ

うか。マチスは、最後のテクストである「ジャズ」のなかで、

『ジャズ』の切り紙絵のイメージは、「サーカス、民話ある

いは旅行などの思い出の結晶から生まれたものJであ

ると述べている。『ジャズ』の20点の切り紙絵の主題が、

このどれかに相当するとするならば、 《狼》は、「民話J

に基づいた主題であろう。

ここで興味深いのは、『ジャズ、』の最初のテクストで、ある

「覚え書」の後半において、マチスがラ・フォンテーヌ

Oean de La Fontaine: 1621-1695)の寓話に言及している

ことである。マチスは、ラ・フォンテーヌの寓話を例に出し、

『ジャズ』のテクストが他からの引用によって書かれている

のではなく、マチス自身の言葉によって書かれていること

を強調している。実際にラ・フォンテーヌが言及されてい
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るのは「覚え書jの一文においてのみである。

しかし《狼》としづ切り紙絵の主題は、確かに、ラ・フ

ォンテーヌの寓話のイメージと結びつけることがで、きるO

「オオカミとイヌ」、「オオカミと小ヒツジJや、「羊飼になっ

たオオカミ」など、ラ・フォンテーヌの寓話に見られる狼

の主題は、枚挙に暇がない。こうした寓話において、狼

は、人間を脅かす存在として登場していることが多い。

概して、狼は、悪魔的なシンボ、ルとして、ネガティブな

意味を持っている33 そのように考えれば、われわれが、

《ハート》と「飛行機jとの関係を考察するなかで見出

した不安なイメージを、 《狼》にも結びつけることがで、

きるのである。

「飛行機」のテクストが終わった後、その右頁には《イ

カロス》の切り紙絵が配置されている【図34Lよく知ら

れているように、イカロス(Icarus)は、ギリシア神話に登

場する人物の一人で、天高く飛んではならないとし、う父

親ダ、イダ、ロスの忠告を無視し、迷宮ラビリントスから脱出

するために付けられた翼によって得意になって高く飛

朔した。「飛朔Jとしづ主題において、イカロスと飛行機

は容易に関連づけられる。飛行機とはそもそも、空高く

飛朔する翼を与えられた人間と見なすことができるから

である。しかし神話におけるイカロスの飛朔は、墜落を

内包している。彼はあまりにも高く飛びすぎたために、

太陽の熱で翼の蝋が溶け、海中に落下して溺れ死ん

でしまうのである。イカロスが空中を飛朔するとしづ経験

と、地上に墜落するとしづ経験は、「飛行機」に見られる

「空中」と「地上」とし1う二つの場所と結びつく。そして大

空の魅惑的な世界と太陽の煙きを賛美し、地上の不安

から解放された自由を称揚する「飛行機jのテクストは、

直後の《イカロス》のイメージによって、転覆させられ

るのである。若い人々に飛行機の長旅を勧める左頁の

テクストと、墜落する青年イカロスを黒の色彩で表した

右頁のイメージは、自由な飛朔と致命的な墜落との二

律背反を鮮烈に提示している。とこでは幸福な飛朔が

墜落の危険と背中合わせであることが、テクストとイメー

ジの対比によって示されており、イカロスはまさに空中

に宙吊りにされているのである。

2.3.3.直線と曲線

次に、先にも少し触れた「私の曲線は狂っていなしリと

いうテクストをここでもう一度取り上げてみたい。

Mθ's courbθsnθsont pas foj~θs. 

Le fil a plomb en determinant la direction ver 
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ticale forme avec son opposee， l' horizontale， la 

Boussole du dessinateur. Ingres se servait du fil a 

plomb. Voyez dans ses dessins d' etudes de figures 

debout cette ligne non e百aceequi passe par le 

sternum et la malleole interne de la { jambe qui 

porte}. 

Autour de cette ligne fictive evolue 

{1' arabesque}. J' ai tire de l' usage que j' ai fait du 

fil a plomb un benefice constant. 

La verticale est dans mon esprit. Elle m' aide a 

preciser la direction des lignes， et dans mes des 

sins rapides， je n' indique pas une courbe， par 

exemple celle d' une branche dans un paysage， 

sans avoir conscience de son rapport avec la ver-

ticale. 

Mes courbes ne sont pas folles. 

私の曲線は狂っていない

垂直方向をきめる鉛錘線はその反対の水平線

とともに素描する人の羅針盤をなしている。アング

ルは鉛錘線を使っていた。彼の立っている人物の

習作デ、ッサンをごらんになるといい。胸骨と《重み

がかかっている脚》の内側とを通っているとの線

は消されずに残っている。

との架空の線の周りに《アラベスク》が発展す

る。私は鉛錘線を利用することから絶えず利点を

引き出してきた。

垂直線は私の精神のうちにある。それは私が線

の方向を正確にとるのを助けてくれる。早描き素

描の際も、私は曲線を、たとえば風景のなかの枝

の曲線を描くのに垂直線との関係を意識せずに

やることはない。

私の曲線は狂っていなし 1340

このテクストでは、まずアングルの制作手法が例に出

され、彼が鉛錘線を使用していたことや、彼の習作デ、ツ

サンに見られる《重みがかかっている脚》の線につい

て言及されている。そして垂直線は、曲線を描く際に常

に画家の意識のなかにあることが述べられている。ここ

に見られる直線と曲線との関係は、切り紙絵にも見出

すことができる。

《コドマ兄弟》を見てみると、その背景をなしている

オレンジ、白、緑、そして黄色の紙片によって表現され

ている垂直な縦の線にまず気がつく。それらの垂直線
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に対して、空中を揺れるブランコや水平面の救命ネット

は微妙に角度の異なる多くの斜線を構成し、また曲線

を描く線は、今まさに空中を飛んでいる状態である二

人の兄弟に見出すことができる。ブランコ乗りが空中に

描く縦横無尽の弧線は、まさしく「アラベスクj模様を想

起させる。そして空中を自在に飛び回るブランコ乗りの

芸は、マチス自身が色を塗った紙を宙吊りにして、そこ

にはさみを入れていく切り紙絵の制作行為と共通する

ものを持つのではないだろうか。ブランコ乗りが空中で、

し1かに軽々と弧線を描こうとも、重力の垂直線は厳然と

してそこにある。黒い穴の開いた救命ネットの存在は、

重力の存在と墜落の危険を同時に示している。ここに

は直線と曲線としづ主題系と同時に、先に飛行機とイカ

ロスに関して見出された飛朔と墜落の主題系も認めら

れるのである。

直線と曲線としづ対照的な二つの線の関係は、この

テクストの次に配置されている《水槽を泳ぐ女》にも

指摘できる。垂直な縦の線は、《コド、マ兄弟》と同様

に、人物の背景にある黒と緑の縦長の長方形に見出

すことができる。特に、黒によって表現されている二つ

の長方形が、この画面全体に重みを持たせているとと

は興味深い。ここに見られる重力のイメージは、垂直な

線とその重力の方向を表す鉛錘線としづ言葉に結び、つ

けることができる。一方、垂直線に対して曲線を描く線

は、水槽の中を人魚、のように泳ぐ人体に見出すことが

できるだろう。

こうした直線と曲線との関係についての言及は、マチ

スが青年期から心酔していた詩人ボードレールの散文

言寺にも見ることができる。ボード、レーノレはフランツ・リスト

に捧げた散文詩「パッコスの枝」のなかで、 一本の真つ

直ぐな棒とそのまわりに巻き付いている茎や花との関係

を次のように言吾っている。

一曲線と螺旋とが、直線に恋心を告げるべく、

無言の恋慕をこめてそのまわりlこ踊っている、とは

言えないだろうか?・・・・・・ところが、はたして花と葡

萄の蔓とが棒のために作られたのか、それとも棒

は蔓と花の美しさとを示すための口実にすぎない

のか、敢えてどちらかに決めようとする軽はずみな

人聞は、いったいどこの誰だろう?パッコスの枝と

は、御身の驚くべき二重性の表象に他ならないの

だ-・・・・・35

直線の棒と曲線を描く蔓や花は、どちらか一方が他
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方を引き立たせているとしづ関係にあるのではなく二つ

の要素が絡み合うことによって両方の意味が成しえる

のだ。そしてボ、ード、レールによれば、真に天才的な芸

術作品とは、「直線とアラベスク」、「意図と表現」、「意

思の一徹と言葉の腕曲J、「目標の単一性と手段の多

様性」との「分割不可能なアマノレガム」に他ならないの

である。またジャン・コクトーは「線についてJとしづ文章

のなかで、芸術作品において線とは「生命」だと表現し

「もし線がそれ自体生きることをやめ、アラベスクしか描

かなくなってしまえば、魂は不在となり、書かれたもの

は死んでいく」と述べているお。 マチスの多くの切り紙絵

作品では、曲線は暗黙のうちに直線に支えられ、自由

なアラベスクは、たとえ目には見えなくても垂直の重力

線を基準としている。そして軽々とした飛朔は常に墜落

の危機を苧んでいる一方で、そのような重力線を措定

することによって、はじめて、曲線はその生き生きとした

生命を獲得するのである。

2.3.4.憎しみと愛

次に《運命》とし、う切り紙絵について見ていこう。右

側の青い四角形のなかの白い形は、人聞が膝をつい

て何かを祈っているように見える。また画面全体の大き

さに対して、人間の形が非常に小さく表現されている。

そして白い人間の形は、外側から、緑、ピンク、黄色、

青の、四重の囲いのなかに配置されており、そのことが、

右側の画面全体の不安なイメージを創り出しているよう

に思われる。一方、左側の画面では、黒の紙片の上に

重ねられている紫の切り抜きは、非常にシャープな切り

口になっていることがわかる。左側の切り紙絵からも穏

やかなイメージを感じることはできない。

右側中央に位置している白い形は不安におびえる

かのように抱き合うカッフ。ルを表しているとする解釈もあ

る37 ここで注目してみたいのが、「若い画家たち、理解

されぬ、あるいは後になってやっと理解される画家たち

よ、憎しみは禁物だ」としづ一文から始まるテクストである。

このテクストは、 《運命》を挟むように配されている。

JθU刀θspθ'lntnθs，pθlntres lncompris OU tardj 

vement compns pas dlθHalnθ. 

La haine est un parasite qui devore tout. < On 
ne construit pas dans la haine mais dans l' amour. 

L' emulation est necessaire， mais la haine.... :} 

L' amour au contraire soutient l' artiste. 

< C' est une grande chose que l' amour， un bien 
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tout a fait grand， qui seu1 rend 1eger ce qui est 

pesant et endure d' une ame ega1e ce qui est inegal. 

Car il porte 1e poids sans qu' i1 soit un fardeau et 

rend doux et savoureux tout ce qui est amer...} 

<{ L' amour veut etre en haut et n' etre retenu 

par rien de bas... Rien n' est p1us doux que 

l' amour， rien n' est p1us fort， rien n' est p1us haut， 

rien n' est p1us 1arge， rien de p1us aimab1e， rien de 

p1us p1ein， rien de meilleur au cie1 et sur 1a terre， 

parce que l' amour est ne de Dieu， et ne peut se 

reposer sinon en Dieu， au-dessus de toutes 1es 

creatures. Ce1ui qui aime vo1e， court et se rejouit; 

i1 est 1ibre et rien ne 1e retient.} 

Om.de ]. -C.) 

若い画家たち、理解されぬ、あるいは後になっ

てやっと理解される画家たちよ、「憎しみjは禁物だ

憎しみはすべてを食い尽くす寄生虫。《ひとは

憎しみのなかで築きはしない、愛のなかで築くの

だ。 競争心は必要だが、 しかしレ↑↑憎首しみは ...... ~

愛はそれとは逆に芸術家を支えてくれる。

《愛とは大いなるもの、全く偉大な善であり、これ

だけが重しものを軽くさせ、不平等なことを平等の

ところで耐え忍ぶ。とし1うのも、それは重荷を負担

とせずに運び、にがいものもすべて甘く、風味ある

ものに変えてしまうからである ...... ~

《愛は向上を望み、低しものに引きとめられる

ことは少しも望まない......愛よりも優ししものは何

もない、愛よりも強く、愛よりも高く、広大で、感じが

よく、満ち足りたものなど何一つない、天にも他に

も愛にまさるものは何一つない。愛は神から生ま

れ、すべての被造物にまさって神のもとよりほかに

休むところがなし1からである。愛するものは飛朔し、

走り、楽しむ。愛は自由で、何物もそれを引き止め

ることはなし，38
0
~ 

(イエス・キリストのまねび)

このテクストの前半の部分では、まず理解されない若

い画家が自らの苦悩ゆえに抱く憎しみの感情が指摘さ

れている。そして、憎しみを抱くことは避けるべきである

こと、憎しみを抱くので、はなく芸術家は愛によって支え

られるべきであることが述べられている。このテクストと
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《運命》には、共に愛と憎しみという二つのイメージが

読み取れるだろう。愛には自由な飛朔が、そして』憎しみ

には不安や抑圧が呼応する。そして愛こそが、重さを

軽さに、不平等を平等に、苦さを甘さに変容させる効力

を持つ。これらのテクストとイメージにおいては、対立す

る諸要素を解消とするものとしての愛の希求が、宗教

的な祈りへと昇華している様相を認めることができる。

2.4.テクストとイメージのネットワーク一一道化師の主題

これまで、われわれは切り紙絵とテクストの関係につい

て、それぞれが配置されているページの順序を参考に

しながら分析してきた。そこではイメージとテクストが互

いに呼応し合い、ときには反発し合いながら、差異と同

一性、不安と希望、飛朔と落下、直線と曲線、愛と憎し

みなど、さまざまな両義的概念を提示している様を確

認することができた。さらにここで、書物のページの順

序に関係なく、切り紙絵とテクストのイメージには、自由

自在な連関が見られることを指摘したい。

『ジャズ』の切り紙絵を貫く主要なテーマが「サーカ

ス」であり、また主要な登場人物が「道化師」や「ピエロJ、

「軽業師」であることは、ここであらためて指摘するまで

もないだろう。全体の大まかな流れとしては、まず《道

化師》のパラード(見せ物小屋の入り口で演じられる

客寄せ芝居)があり、《サーカス》の文字の書かれた

垂れ幕をくぐったあとで、団長である《ロワイヤル氏》

の前口上がある。最初に演じられるのは、《白い象の

悪夢》や《馬、曲馬師、道化師》の動物やピエロの

芸である。 次に《狼 ~~ハート ~~イカロス》 、そして

《フォルム》の図版を挟んだあとで、《ピエロの葬

式》が演じられる。その後に続くのは、軽業師たちの

演目である。まず空中ブランコの《コドマ兄弟》があり、

次に、《水槽を泳ぐ女》、《剣を飲む人》、《カウボ

ーイ》、《ナイフ投げ》と続いた後、《運命》が入る。

最後は、3点の《珊瑚》が華やかに咲き誇ったあとで、

《トボガン》で回転するように滑降する人物のイメージ

が作品を締めくくっている。

ここではまず、《ピエロの葬式》としづ不吉な主題と、

それに続く切り紙絵の主題が、全て危険を伴う芸である

ことに注目してみよう。《コド、マ兄弟》における空中ブ

ランコは、前述のように、落下する危険性を持っている

し、《水槽を泳ぐ女》の芸では、水中で長時間息を止

めなくてはならない。さらに、《カウボーイ》では、牛を

移動させる目的を持っている投げ縄が、牛ではなく女

性に向けられている。《ナイフ投げ》においても、ナイ
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フを投げる的となっているのは一人の女性である。この

ように、これらの切り紙絵に見られる芸は、芸をする人

自身が犠牲になる危険性を持っていることや、目的を

間違えれば他人を傷つける危険性を持っていることが

わかる。こうした常識を超えた芸をすることに、芸人を駆

り立てるものは一体何のだろうか。

《貧Ijを飲む人》と《カウボーイ》の聞には、「ある音

楽家が言った」があり、《カウボーイ》と《ナイフ投

げ》の聞には、「私は神を信じているか」としづテクスト

がある。この二つのテクストを見てみよう。

ω1 mUSicl~θ'fl adjt: 

En art la verite， le reel commence quand on ne 

comprend plus rien a ce qu' on fait， a ce qu' on sait， 

et qu' il reste en vous une energie d' autant plus 

forte qu' elle est contrariee， compressee， com 

primee. Il faut alors se presenter avec la plus 

grande humilite， tout blanc， tout pur， candide， le 

cerveau semblant vide， dans un etat d' esprit 

analogue a celui du communiant approchant de la 

Sainte Table. Il faut evidemment avoir tout son 

acquis derriere soi et avoir su garder la fraicheur 

de l' Instinct. 

ある音楽家が言った

芸術では、真実、現実は自分のやっていること、

知っていることがもうまるで、わからなくなったときに、

そしてあなたに残されているエネルギーが逆らわ

れ、押しこめられ、抑圧されればされるほど強くな

るときに始まる。そうなれば、聖餐台に近づく聖体

拝受者にも似た精神状態で、頭を空にして、徹頭

徹尾謙虚に、全く無垢に、純粋に、無邪気に自分

を表現せねばならない。むろん、これまでに獲得

したものは一切おもてに出さず、「本能」の新鮮さ

を保っすべを知らなければならなし 1390

Sjje croisθ刀 Dleu?

Oui， quand je travaille. Quand je suis soumis et 

modeste， je me sens tellement aide par quelqu' un 

qui me fait faire des choses qui me surpassent. 

Pourtant je ne me sens envers lui aucune recon-

naissance car c' est comme si je me trouvais 

devant un prestidigitateur dont je ne puis percer 

les tours. Je me trouve alors frustre du b白le日cede 
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l' experience qui devait etre la recompense de mon 

e町ort.J e suis ingrat sans remord. 

手1，はネ申を{言じているか

制作しているときはそうだ。従順で、謙虚になって

いるとき、私は自分の力以上のものを作らせてくれ

る何ものかの助けを大いに感じている。とはいえ、

《彼 ~fこ対する恩義の念は少しも感じない。 なぜ

なら、それはちょうど、トリックを見抜くことので、きない

手品師を前にしているようなものだからだ。そのと

き私は、当然自分の努力の報酬で、あったはずの

経験の利得を踏み倒されたような気持ちになる。

私は恩義を感じないとしても良心の責めはなし，40

まず、これら二つのテクストに共通しているのは、どち

らも芸術の制作について書かれているとし1う点である。

そして「ある音楽家が言った」では、「自分のやっている

こと」や「矢口っていること」を超える力が指摘されており、

もう一方の「私は神を信じているか」では「自分の力以

上のもの」を「神jから授かることが指摘されている。この

二つのテクストで、は共に、超越的な力の存在が指摘さ

れており、それは芸術家があらゆる刻苦精励を重ねた

上で、そうした知識や経験の積み重ねをすっかり忘れ

去り、本能に身を任せた瞬間にはじめて訪れる恩寵で

あることが述べられている。

芸術家に作用するこのような超越的な力の存在は、道

化や軽業師のイメージと結びつく。道化や軽業師のイメ

ージは、 19世紀の文学や画家の主要な関心の一つで、あ

った。批評家のジャン・スタロバンスキーは芸術家と道化

師とのイメージの関係性を論じるなかで、詩人ゴーチエ

の理想の芸術家像について次のように述べている。

彼の理想、の芸術家像は(従来やや軽率にも、彼の

理想、の画家像と定義されてきたのだが)、身体をも

った存在、肉的存在が、みずからを超越しようとす

る一切の行為と結びついていた。このとき超越とは、

身体の、肉の条件を脱しようということでは決して

なく、むしろそれに栄えある輝きを与えようとするこ

とだったのだへ

危険を伴いながらも軽やかに飛朔するサーカスの道

化師や軽業師のイメージは、自らを超越しようとする芸

術家の制作行為と結び、つけられているのである。

しかしながら『ジャズ』には、芸人の不安なイメージも
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読み取れる。《道化師》と《白い象の悪夢》にもう一

度注目してみよう。道化師を示す白い切り抜きの上に、

とげのような赤い形があることがわかる。同じように、白

い切り抜きによって表現された曲芸をする象にも、先の

尖った赤い形を確認することができる。《 白い象の悪

夢》とし1うタイトルから考えれば、赤い形は、象を責め

さなむ悪夢の苦痛を表現していると解釈できる。一方、

《道化師》における先の尖った赤い形も、単なる装飾

的な模様には見えない。赤い尖った形は、道化師の胴

体の部分にしてつもあることから、傷ついた道化師を表

現しているようにも見える。そのように考えれば、一見華

やかに表現されているサーカスの主題に芸人の苦悶

のイメージも読み取ることができるだろう。

道化師や軽業師の悲劇的な側面は、ボード、レール

の詩にも描写されている。散文詩「年老いた大道芸人」

では、民衆のお祭り騒ぎのなかでもはや人々の関心か

ら外れた悲惨な芸人の姿が描かれている。その姿は、

離れ業を披露することで観客の注目を集めていたかつ

ての芸人の姿とは相反している。また散文詩「英雄的な

死」においては、君主の寵愛を一身に受けていた天才

的な道化師ファンシウールが、君主に対する陰謀に加

担してしまったために、その神々しいまでの演技の絶

頂で、悪意のこもった口笛のひと吹きによって、一瞬に

して夢幻の境地から引きずり下ろされ、息絶えてしまう

さまが語られている。とのファンシウールの奇跡的な道

化ぶりは、真の創作における超越的な力の存在を語る

マチスのテクストと呼応するものである。

人がある俳優について、「これはいい俳優だJと言

う時、それは、登場人物のうしろにまだ俳優が透け

て見える、つまり芸が、努力が、意志が見えている、

としづ意味のこもった文句を用いることになる。とこ

ろが、もしも一人の俳優が、表現すべく振り当てら

れた役に対して、ちょうど古代の最も優れた彫像

が、奇跡的に生気を吹き込まれて、生き、歩き、目

も見えるものとなった場合、それが、美しさとし1う一

般的でぼんやりした観念に対してもつであろうのと

同じ関係を、打ち立てるに至るならば、それこそは

疑いもなく、特異な、まったく意想外の場合と言え

るだろう。この晩のファンシウールは、生命あり、可

能であり現実のものであると見なさぬわけにはゆ

かぬような、完全な理想、の化身だったO この道化

役者は、頭のまわりに不滅の後光をいただいて、

行ったり、来たり、笑ったり、泣いたり、身を痘壁さ

133 

せたりしていたのだが、この後光は、人々みなの

目には見えず、私にだけ見えるもので、<芸術>

の光せとく殉教>の栄光とが奇妙なアマルガムを

なしそこに混じり合っていた42

ここには芸術と宗教とが揮然一体となった理想の芸が

語られているのだが、すでに述べたようにこの芸は、ごく

わずかな不協和音によって、一瞬にして崩れ落ちてしま

うのである。道化師ファンシウールは、イカロスと同様、飛

朔と転落、生と死とを同時に具現する存在である。

このような両義性は、すで、にわれわれが『ジャズ』のさ

まざまな箇所で確認してきたところであるが、最後にテ

クストとイメージの自在な連関を示す特徴的な例を挙げ

ておきたい。第l章でも触れたように、《ハート》の切り

紙絵の右側にある赤いハート型の切り抜きは、 《イカロ

ス》の黒い人体に見られる赤の丸い点の切り抜きと結

びっく。われわれは、《イカロス》のみを見たとき、そ

の赤い切り抜きが何を意味するものであるかを特定す

ることができなし1かもしれないが一つ前に配されてい

る《ハート》との結びつきを考えることによって、それ

が、イカロスの心臓を表すものであると解釈できる。さら

に小さな赤い形は、《フォルム》をはさみ、次に現れる

《ピエロの葬式》のなかにも確認することができた。ピ

エロを運ぶ葬送の馬車のなかに、小さな赤い形がある。

これを《ハート》のイメージと結び、つければ、この不幸

な主題のなかに、それとはコントラストをなす生命のイメ

ージを見ることができるのである。

さらにこの赤い形は、第1章で指摘したように小さな

花のようにも見える。そのように解釈すれば《ヒ。エロの

葬式》は、との図版とは離れた箇所にある次のテクスト

との関連も指摘できるのではないだろうか。

μ1 nOUViθau tabl，θau doit etre une chose unique， 

une naissance apportant une figure nouvelle dans 

la representation du monde a travers l' esprit hu 

main. L' artiste doit apporter toute son energie， sa 

sincerite et la modestie la plus grande pour ecarter 

pendant son travail les vieux cliches qui viennent 

si facilement a sa main et peuvent etouffer la petite 

fle旦Iqui ne vient， e11e， jamais te11e qu' on l' attend. 

(Nous soulignons.) 

《新しいタブロー》は人間精神を通して世界の

表現のなかに新しい形象をもたらすようなある独
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特なもの、ある誕生でないといけない。芸術家は

制作中にあまりにも簡単に自分の手へ伝わってし

まう古い紋切型、けっして期待通りの現れ方をしな

し1小さな花を圧し殺しかねない紋切型をしりぞけ

るために自分の精力、率直さ、慎ましさを最大限

に発揮せねばならなしゾ30 (傍点は引用者による)

実際にはこのテクストは、《ピエロの葬式》から20ペ

ージほど後に配されている《剣を飲む人》の片頁に

配置されている。しかし、ここに《ヒ。エロの葬式》に見

られる「小さな花」が文字通り言及されていることは注目

に値するだろう。さらにこのテクストにおいて「小さな花j

は、古い紋切型によって殺されかねない新しい芸術を

生み出す生命として捉えられていることがわかる。とす

れば、《ヒ。エロの葬式》に見られる死と生命の二つの

イメージをこの「新しいタブローjとしづテクストにも共通

して見出すことができるのである。

またすでに第l章において指摘したように、このテクス

トにおける「小さな花J(la petite fleur)としち文字は、他と

異なる小さな書体で

でで、、これと同じく意図的に小さな書体で、記されている文

字がもう一つあり、それは「心から歌う人たちはしあわせ

だ」としづテクストの中の「心J(c田ur)という語である。

C田町はもちろん「ハート」であり「心臓Jを意味する語で

もあって、それはすでに見た切り紙絵の《ハート》と《

イカロス》につながっている。そしてこれらのイメージに

おいても、生と死は分かちがたく結びついているのであ

る。「花」や「花束」は切り紙絵そのものを意味するイメー

ジでもあり、「心」は愛や生命と連関する。このように見て

いくと、 「花」と「心J(fleurとc白urは韻を踏む語でもあ

ることにも注目したし、)、イカロスとピエロをはじめとして、

『ジャズ』のテクストやイメージのなかには、連関の網目

が縦横無尽に張り巡らされていることがわかる。そしてそ

れらの連関を見つけ出すことは、この「書物芸術」の鑑

賞者/読者自身に委ねられているのである。『ジャズ』

は自由自在にページを繰ることによって、常に新たな発

見の可能性が残された作品であるとも言えるだろう。

おわりに

われわれはこれまで、「書物芸術」としての『ジャズ』

の特性について考察してきた。マチスの他の切り紙絵

作品とは異なって、『ジャズ』においては、切り紙絵は複

製印刷されており、また手書き文字で書かれたマチス

自身のテクストと組み合わせて提示されている。われわ
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れはこの「書物jの特性について、以下の二つの側面

から分析を試みた。

まず第1章「オリジナルと複製Jにおいては、複製の

切り紙絵が、画家の手の痕跡を減少させている一方で、

手書きの文字が逆に、画家の制作行為における身体

性を浮かび上がらせる役割を果たしていること、また万

人に理解されやすいモチーフの使用や複製印刷によ

る大衆化の方向性を持つ一方で、複製の「質」へのこ

だわりや少部数の限定出版には、あくまでも「芸術性」

にこだわる姿勢が認められることを示した。

第2章「切り紙絵とテクスト」においては、イメージとテ

クストのさまざまな結び、つきを考察した。『ジャズ』にお

いてテクストは、マチスが述べるように文字通り視覚的

な効果を持っているだけではない。テクストは切り紙絵

についての言説を構成し、また切り紙絵はテクストの挿

し絵として機能する。テクストとイメージの連関は、隣接

したもの同士にとどまらず、「書物J全体に網の目のよう

に張り巡らされている。そこには差異と同一性、希望と

不安、飛朔と転落、直線と曲線、愛と憎しみ、生と死と

いったさまざまな対立概念が同居しているが、その両

義性を一身に引き受けているのが、この「書物」の中心

的なモチーフである「道化師JIピエロJI軽業師Jそして

「イカロス」にほかならない。これらの形象はその「差異」

にも関わらず、やはり「同一jなのである。

書物芸術としての『ジャズ』は、このように、その媒体

の問題においても、意味内容の次元においても、きわ

めて両義的な態度に支えられていると言えるだろう。そ

れは大衆的かつ選良的で、あり、複製でありながらオリジ

ナルの持つ「芸術性」に多分に未練を残している。芸

術家の肖像としての道化のテーマは、本論で示したボ

ード、レールとのテクスト連関Gntertextualite)からも明ら

かなように、 19世紀的な「芸術」観を色濃く残しているよ

うに思われる。しかし『ジャズ』における道化は、やはり

それだけにはとどまらない新しさを持っている。それは

たとえば「ジャズ」音楽との関連に見られるリズム感覚や

自由さの感覚、また最後の切り紙絵《トボガン援》に

おけるようなスピードに満ちた滑降感覚であろう。また

鮮やかな色彩や単純なモチーフ、子供の遊びを思わ

せる遊戯性も無視できない。今後は「色彩Jや「形」の

問題やジャズ音楽との関連についても考察を進める必

要があるだろう。
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図4 {:白い象の悪夢》

図1{:道化師》

図5 {:馬、曲馬師、道化師》

図2 {:サーカス》

図6 {:d，良》

図7{:ハート》

図3 {:ロワイヤル氏》
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図11 ~コドマ兄弟》

図8 ~イカロス》

図12 ~水槽を泳ぐ女》

図9 ~フオノレム》

図13 ~剣を飲む人》

図10 ~ヒ。エロの葬式》
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図14 ~カウボーイ》 図18 ~珊瑚》

図15 ~ナイフ投げ》

図19 ~珊瑚》

図16 ~運命》

図20 ~トボガン》

図17 ~珊瑚》
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図24{:夢》、 1935年
図21 {:ルーマニアのブラウス》、 1940年

図22手書きのテクスト(タイトル)

図25手書きのテクスト「覚え書J(1) 

図26手書きのテクスト「覚え書J(2) 
図23 {:ラ・フランス》、 1939年
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E〆'l7:././1， 
図27手書きのテクスト「顔の性格」 図30手書きのテクスト「歌う人たちはしあわせだ」

，唱 /...，..n 

図28手書きのテクスト「私の曲線は狂っていない」 図31手書きのテクスト「幸福J(1) 

J'.r 

図29手書きのテクスト「新しいタブロー」

図32手書きのテクスト「幸福J(2) 
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図33ピカソ、《椅子の藤細工のある静物》、 1912年

図34テクスト「飛行機」の最終部と《イカロス》
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図版出典

図1-20，21， 23， 24 Wマティス展カタログ』 読売新聞社、
HK、2004年。

図22，25-32， 34 Henri Matisse， }azz， George Braziller， 

1985， (Text by Henri Matisse translated仕om the 

French by Sophie Hawkes， Originally published: Paris: 

Editions Verve， 1947.) 

図33W巨匠の世界ピカソ』タイムライフブックス、 1979年。
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HenrI Matisse， Paper Cut-outs， Exh. Cat. The St. 
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